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発行：自治労津別町役場職員組合　教育宣伝部


	　昨日行った全権委任副町長交渉では、秋期闘争の柱と位置づけてきた自己所有住宅の住居手当について、現行維持を確認しました。

近隣市町においては、一部で廃止提案がされている厳しい情勢の中での回答です。

副町長交渉は、事前に確認した重点交渉事項以外にも多岐に渡った議論を行い、２時間におよぶ交渉となりました。

今後引き続き、民間、国家公務員の法改正に伴う「月60時間超の時間外勤務の割増率」や「育児・介護休暇」の改善を12月議会までに事務レベルで詰めていきます。
	一方、事務交渉・副町長交渉を通じた回答では、執行部として納得できないものや副町長が検討を示唆したもの等、年明けの当初予算闘争、2010春闘で当局の考えや対応を質すことにしたものも多々あります。

昨日の交渉の後、執行委員会を開き、回答内容と今後の課題、そして、17日の自治労統一行動を背景とした戦術について議論し、自治労上部とも協議しました。

本日の職場集会で、交渉結果及び執行部の判断についてご報告し、16～17日の対応を確認させていただきます。

【副町長交渉での交渉事項は裏面に】



	
庁舎・社会教育・町営バス・機動の組合員の皆さんは






	副町長交渉での交渉事項
	１．今年度の給与改定について

① 例月給与のマイナス勧告に伴う年間給与の調整

２．基本賃金・諸手当について

① 自宅所有者の住居手当　② 現業職員の賃金　③ 臨時職員の生活諸手当
３．組織・機構・定数等について

① 2010年度の新規採用　② 技術職の採用　③ 建設課主幹の12月1日退職後の対応　④ 2010年度の技能職の雇用

４．津別町職として付加する要求について
① 中途採用者の昇給改善　② 職員住宅の改善　③ 職員定員管理計画の見直し　④ 地域公共交通総合連携計画の進捗　⑤ 2010年度の大課制導入

	　
オバマ大統領に届け－ 沖縄県民の怒り！矢臼別周辺住民の怒り！道民の怒り！

	自衛隊の北海道矢臼別演習場における米海兵隊実弾射撃訓練は、沖縄の県道104号越え実弾射撃訓練の本土分散の一環として、1997年から昨年まで10回実施されています。

米海兵隊の実弾移転訓練について、連合北海道や自治労道本部は、「沖縄の痛みを分かち合うことは否定しないが、その絶対条件は、沖縄を含む在日米軍の整理・縮小、日米地位協定の見直しであり、このような演習の固定化は絶対認められない」との基本的な考え方に立ち、国に対し｢在沖縄米軍による実弾演習の中止｣、将来に向けては「米軍基地の国外移転」を求めてきました。
	また、北海道や地元自治体も再三にわたり、夜間訓練の中止や住民生活の安全のための諸対策を求めてきました。しかし、これらの声を無視して矢臼別演習場における米軍実弾移転訓練は繰り返されてきました。

基地に苦しむ沖縄県民に連帯し、「実弾移転演習反対」「在日米軍基地の縮小・国外移設」「日米地位協定抜本見直し」を求め、道民世論の喚起、そして在日米軍への抗議のため、全道総決起集会0が開催されます。

津別町職からは、書記長の山田や南プスの田中さんなど４人で参加します。






在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に対する全道総決起集会





◇主　催　　沖縄米軍の実弾演習北海道移転反対対策本部、連合北海道�◇日　時　　１１月１５日（日）午後１時３０分～（集会・講演会・デモ行進）�◇場　所　　釧路市　　　　　…インフルエンザを持ち帰らなぬよう気をつけます！！


























